
○愛西市総合斎苑の管理及び運営に関する規則 

平成２３年６月２７日 

規則第２３号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、愛西市総合斎苑の設置及び管理に関する条例（平成２２年愛西市条

例第１２号。以下「条例」という。）第１３条の規定に基づき、愛西市総合斎苑（以

下「斎苑」という。）の管理及び運営について必要な事項を定めるものとする。 

（休業日） 

第２条 斎苑施設の休業日は、１月１日及び次の各号に掲げる日とする。ただし、市長が

特に必要があると認めたときは、これを変更することができる。 

（１） 火葬場、待合室及び霊安室 友引の日 

（２） 式場（各控室含む。以下同じ。） 

ア 告別式 友引の日 

イ 通夜 １２月３１日及び友引の日の前日 

（使用時間等） 

第３条 斎苑の使用できる時間等は、次のとおりとする。ただし、市長が特に必要がある

と認めたときは、これを変更することができる。 

（１） 火葬場の受入時間 午前９時から午後４時まで 

（２） 式場の使用時間 

ア 告別式のみを行う場合 午前９時から午後４時まで 

イ 通夜及び告別式を続けて行う場合 午後４時から翌日の午後４時まで 

（３） 待合室の使用時間 午前９時から午後５時まで 

（４） 霊安室の受入及び受出時間 午前９時から午後４時まで 

２ 式場、待合室等の使用時間は、準備、片付け等の時間を含むものとする。 

（使用許可の申請） 

第４条 条例第４条第１項の規定により斎苑の使用について許可を受けようとする者（以

下「申請者」という。）は、総合斎苑使用許可申請書（様式第１号）を市長に提出し

なければならない。 

（使用の許可） 

第５条 市長は、斎苑の使用の許可をしたときは、総合斎苑使用許可書（様式第２号）を

申請者に交付するものとする。 

２ 式場、待合室及び霊安室については、火葬場を使用する者に限り、その使用を許可す

るものとする。 

３ 待合室を延長して使用できるのは、式場を使用する者に限り、その使用を許可するも

のとする。 

（使用許可の変更及び取消し） 

第６条 条例第４条第２項の規定により使用の許可事項を変更しようとするときは、総合

斎苑使用変更許可申請書（様式第３号）を市長に提出しなければならない。 

２ 市長は、変更の許可をしたときは、総合斎苑使用変更許可書（様式第４号）を申請者

に交付するものとする。 

３ 申請者は、使用の取消しをしようとするときは、総合斎苑使用取消申請書（様式第５

号）を市長に提出しなければならない。 

（許可書の提示） 

第７条 許可書の交付を受けた者（以下「使用者」という。）は、その許可書及び遺体の

火葬については、墓地、埋葬等に関する法律（昭和２３年法律第４８号）に規定する

死体火葬許可証を提示しなければならない。 

（使用料の減免） 

第８条 条例第８条の規定により使用料を減免することができる場合及びその額は次のと



おりとする。 

（１） 本市に住所を有する者で、生活保護法（昭和２５年法律第１４４号）の規定

に基づく生活扶助その他の保護を受けている者 使用料の半額 

（２） 本市に住所を有する者で、中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰

国した中国残留邦人等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律（平成６年法律第

３０号）の規定に基づく支援給付を受けている者 使用料の半額 

（３） 前２号に掲げるもののほか、市長が特に必要と認めた者 市長がその都度定

める額 

２ 前項の規定により使用料の減免を受けようとする者は、総合斎苑使用料減免申請書

（様式第６号）を市長に提出するとともに必要な書類を添付しなければならない。た

だし、市長が特にその必要がないと認めるときは、この限りでない。 

３ 市長は、前項の規定による申請があったときは、当該申請に係る事項を審査し、使用

者に総合斎苑使用料減免決定通知書（様式第７号）により通知するものとする。 

（使用料の還付） 

第９条 条例第９条ただし書の規定により使用料の全部又は一部を還付することができる

場合は、次のとおりとする。 

（１） 使用者の責めに帰さない理由により使用することができないとき 使用料の

全額 

（２） 使用者が使用する前日までに、使用の中止を申請し、これを市長が正当な理

由があると認めたとき 使用料の全額 

（３） 前２号に掲げるもののほか、市長が特に必要と認めたとき 市長がその都度

定める額 

２ 前項の規定により使用料の還付を受けようとする者は、総合斎苑使用料還付申請書

（様式第８号）を市長に提出しなければならない。 

（使用料の特例） 

第１０条 条例別表備考第２項に規定する本市民に該当する者は、次の各号のいずれかに

該当する場合とする。 

（１） 本市から福祉施設（生活保護法第３８条に規定する保護施設、児童福祉法

（昭和２２年法律第１６４号）第７条第１項に規定する児童福祉施設、老人福祉法

（昭和３８年法律第１３３号）第５条の３に規定する老人福祉施設、障害者の日常

生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成１７年法律第１２３号）第

５条第１１項に規定する障害者支援施設）に入所するために転出した者で死亡当時

入所中であった死亡者 

（２） 本市から学校（学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１条に規定する学

校、同法第１２４条に規定する専修学校、同法第１３４条第１項に規定する各種学

校その他これに準ずるもので市長が認める施設）に入学し、又は入校するために転

出した者で死亡当時在学中であった死亡者 

（３） 墓地、埋葬等に関する法律第９条の規定により市長が火葬を行う死亡者 

（４） 前３号に掲げるもののほか、市長が特に必要があると認める死亡者 

（焼骨の引取り） 

第１１条 使用者は、市長が指定する日時までに焼骨を引き取らなければならない。ただ

し、動物については、焼骨を引き取ることはできない。 

２ 市長は、使用者が前項の日時までに焼骨を引き取らないときは、これを処分すること

ができる。 

（遵守事項） 

第１２条 使用者及び斎苑の入場者は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

（１） 他人に危害を加え、又は迷惑を及ぼす行為をしないこと。 

（２） 所定の場所以外で喫煙し、飲食し、又は火気を使用しないこと。 



（３） 施設に特別な設備等をしようとするときは、係員に申し出て、その指示に従

うこと。 

（４） 棺に不燃物類、爆発物その他危険物を入れないこと。 

（５） 霊柩車は、宮型は使用しないものとし、係員の指示に従うこと。 

（６） その他係員の指示に従うこと。 

（損傷の届出等） 

第１３条 使用者は、斎苑施設、附属設備及び物品を損傷し、又は滅失したときは、その

旨を係員に届け出て、その指示に従わなければならない。 

（使用後の届出等） 

第１４条 使用者は、斎苑施設の使用を終えたときは、その旨を係員に届け出て、点検を

受けなければならない。 

（指示及び立入り） 

第１５条 係員は、管理上必要があると認めるときは、使用中の場所といえども立ち入

り、又は必要な指示をすることができる。 

（指定管理者による管理） 

第１６条 市長が、条例第１０条第１項の規定による斎苑の管理に関する業務を指定管理

者に行わせた場合、第２条から第６条までの規定及び第１１条中「市長」とあるもの

は、「指定管理者」と読み替えるものとする。ただし、第２条及び第３条の規定に関

する行為を行う場合は、市長の承認を得なければならない。 

（委任） 

第１７条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、市長が定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成２３年９月１日から施行する。 

（愛西市斎場の管理及び運営に関する規則の廃止） 

２ 愛西市斎場の管理及び運営に関する規則（平成１７年愛西市規則第９７号）は、廃止

する。 

（準備行為） 

３ この規則の規定に基づく使用の許可のための手続は、この規則の施行日前においても

行うことができる。 

附 則（平成２４年２月１０日規則第４号） 

この規則は、平成２４年２月１８日から施行する。 

附 則（平成２５年３月１日規則第３号） 

この規則中第１条の規定は平成２５年４月１日から、第２条の規定は平成２６年４月

１日から施行する。 

附 則（平成２６年９月３０日規則第１７号） 

この規則は、平成２６年１０月１日から施行する。 

附 則（令和３年３月２５日規則第４号） 

（施行期日） 

１ この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現に改正前の各規則の規定に基づいて作成されている申請書その

他の用紙は、改正後の各規則の規定にかかわらず、当分の間、使用することができ

る。 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 


